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日本女子大学大学院文学研究科紀要

編集規定（抜粋）
１  ．本紀要は，本研究科学生および修了者に対して，研究を発表する場を提供することを主たる目

的とし，毎年三月に発行する。
２．略
３ ．本紀要に執筆できる者は，以下の通りとする。①本研究科在学生，②本研究科修士課程または

博士課程前期修了者，後期課程の所定の年限以上在籍し所定の単位修得後に退学した者，本研究
科において博士の学位を授与された者，③本研究科専攻教員。

４ ．本紀要に掲載する論文は，単著・共著を問わない。ただし共著の場合は，執筆者の少なくとも
１名が，本規定第３項に該当する者であること。

５．論文の執筆者が，本規定第３項の①または②に該当する場合は，当該専攻による選考を経ること。
６・７．略
８．執筆者には抜刷40部を贈呈する。それ以上は，実費を本人負担とする。
９ ．本紀要に掲載された論文等（書誌情報，画像情報，本文）の著作権（著作財産権，copy-right）は執

筆者に属するが，執筆者は本学リポジトリなどへ電子化し公共の利用に供すること，および，そ
れに付随する複製権，公衆送信権の行使について日本女子大学に許諾する。

執筆要項
１ ．原稿は，図表および注を含めて400字詰原稿用紙30～50枚とする。英文の場合はこれと同等の長

さとする。
２．原稿の紀要委員会への最終提出期限を10月末とする。
３ ．原稿は，原則として横書きとする。ただし，日本文学および史学専攻においては縦書きとする

ことができる。
４ ．原稿は，原則としてデジタルデータとプリントアウト２部を提出すること。デジタルデータに

は作成環境，氏名をテキスト形式で明記すること。（事故に備え，提出前にあらかじめ原稿のコピー
を手元に保管しておくこと。）

５ ．原稿には，英文タイトル，ローマ字氏名，所属および大学院修了年を明記すること。ただし，
英文論文は，日本語タイトル，氏名を明記すること。

６ ．原稿には，横書き和文700字程度の要旨と，英文による500語程度の要旨を，そして和文・英文
ともにそれぞれ５語以内のキーワードを添付すること。

７ ．図表は，本文とは別紙に書き，「図１」「表１」のように通し番号をつける。表の題名はその上部に，
図と写真の題名は下部に書く。説明文はいずれも下部に書くこと。そして，本文の右余白に，表，
図，写真の挿入箇所を指定しておくこと。

８．校正は原則として再校までとし，著者が行う。
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